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図書館資料論(2)

図書館資料の種類と特質

2

図書館資料の分類：刊行形態から
（主に大学図書館の場合）

電子ジャーナル（EJ）

辞書・事典
DB

電子図書
（多くは英語の
教科書類）

図書
（含・新書、文庫）

辞書・事典類
（参考図書）

学術雑誌

一般雑誌 新聞

論文

記事 記事

新聞DB

論文

記事

①

②

③

④

3

図書館資料の分類：物理的形態から

• 印刷体の出版物（図書・雑誌）

• 新聞

• ファイル資料

• マイクロ資料

• 視聴覚資料

• パッケージ系電子出版物

• ネットワーク情報資源

• 視覚障害者用資料

4

図書館資料の分類：発行元から

• 民間刊行物

• 政府刊行物

• 地域資料（郷土資料、地方行政資料）
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図書

• ユネスコによる定義（テキストp. 23）

–ユネスコ＝「国際連合教育科学文化機関」。
出版や公共図書館の活動にも積極的に関与

• 『出版年鑑』：日本国内における、出版に
関する基本的データ集

（テキストp. 94-95にも記載）

6

図書（続き）

• （日本での）図書のうち、特殊な形態をも
ち、図書館での扱いでも留意すべきもの
– 文庫本：かつては「古典作品」が中心だったが、現
在は小説、実用書、学術書、マンガなど多様化が
進む

– 新書：特定のテーマに関する、「解説的教養書」の
性格をもつものが多い（近年は文庫本と同様に多
様化）。1998年頃より新規参入が進む

– 加除式書籍：法律の解説書などに多い。バイン
ダーでページを綴じ、法律の改正時などに修正す
べきページだけを差し替える

7

加除式図書の例

8

新書を知る情報源：新書マップ
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新書を知る情報源：新書マップ

10

「本」の各箇所の名称

• 別紙②参照

• 資料保存に備える意味でも覚えておくとよい

11

図書をめぐるいくつかの課題

• 「安直な本作り」と「”かたい本”離れ」

– 「委託販売制度」（書店が図書・雑誌を自由に返
品できる制度。詳しくは後述）が前者を招く？

• 印刷形態の図書の限界：「電子資料」との比
較（p. 24, 25）

12

逐次刊行物

• 雑誌、新聞、年鑑などを含む

• 図書館にとっての留意点：継続して購入するか
否かの判断と手続き（たいていは1年契約）

• P. 25-26の説明の補足

– （第２）「モノグラフ・シリーズ」：学術的な内容をもつ。
日本では少ないが、洋書を取り扱う大学図書館など
では取り扱いに注意を要する

– （第３）「講座もの」「全集」のたぐい：ひとまとめにして
分類・排架する場合が多い

• 日本十進分類法（NDC）の場合、（特定の主題に収まらな
い）総合的な全集は「080」
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雑誌

• 図書に比べ「速報性」「専門性」をもつ

↓

• 特に「学術誌」で顕著（とりわけ理系）

– 専門的な「学会誌」に掲載される論文が、「研究成
果」として評価される：論文に対し、同じ専門家によ
るチェックや審査（査読）が入るため

– 「紀要」は査読を取り入れないものが多く、その点で
も信頼性が落ちる

→ 大学図書館では雑誌（学術誌）の重要度が高い

14

新聞
• 時事的な情報を収める。時間
が経てば歴史的資料としても
価値をもつ（広告も含め！）

• 原紙のままでは保存に不向き
であるため、冊子体の『縮刷
版』（多くは月刊。右写真）に
まとめ直されたり、「マイクロ
資料」となったりする

• 最近では各紙が「新聞記事
データベース」をインターネッ
トで提供
– 昔の記事は有料に

15

主な「情報の流れ」

• パターン1

– 新聞（社会問題の発生・報道）→学術雑誌（社会問
題の分析・研究）→図書（分析・研究のまとめ）

• パターン2

– 学術雑誌（実験の結果報告、新発見の分析）→図
書（実験や新発見のまとめ）→新聞（研究成果の紹
介）

16

ファイル資料
• 「本」の形態のものに比べると特別な「装置」
（フォルダー、バインダーなど）が必要で、管
理には手間がかかる

• テーマを絞った継続的な収集によって、貴重
な情報源が形成されうる

• 「灰色文献」:「一般の出版流通ルートでは入
手できず、刊行情報の把握も困難な」資料（p.
32）
– 後述の政府刊行物や、研究報告書などが含まれ
うる
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バーチカル・ファイリングの例
（京都大学霊長類研究所図書室）

学術論文の「抜刷（別
刷）」を収集しファイリング

18

シェルフ・ファイ
リングの例

（広島県立図書館）

19

マイクロ資料

• 図書、雑誌、文書などの資料を撮影・縮小し、
「マイクロ画像」化したもの

• ロールフィルム：情報量重視

– 単に「マイクロフィルム」と言う場合、「ロールフィル
ム」を指すことが多い

• マイクロフィッシュ：取り扱いのしやすさ重視

• マイクロ資料の重要性：「資料収集」「保存」「ス
ペース節約」の観点が中心

20

主なマイクロ資料の形態

ロールフィルム

（巻物状）

マイクロフィッシュ

（平面状）



広島文教女子大学2011年度司書講習「図書館資料論」授業用プリントその2

6

21

リーダープリンター
（ロールフィルム・マイクロフィッシュ両方に対応）

22

マイクロ資料の特性と意義

• 保存・管理の便利さ（縮小性、定型性、耐久性）
はあるが、利用の面では不利

• 1980年代まではマイクロ資料は比較的重視さ
れてきたが、1990年代より（CD-ROMなどの登
場により）注目度は薄れる

– 「リーダープリンター」など特別な装置が必要、という
デメリット

↓

• しかし電子メディアの耐久性の問題もあり、マイ
クロ資料の存在価値は消えてはいない

23

視聴覚資料

• 映像資料：静止画（スライドなど）と動画（映画
フィルム、ビデオテープなど）

• テキストp. 43-44の「問題」の補足

– 自館製作の必要性：ウェブで公開する例も

– 映像資料の「貸与」にかかわる「補償金」（著作権法
第38条の5）

※ 別紙③「日本の著作権・著作権法に関する解説」
参照

24

視聴覚ライブラリー（p. 43）

• 広島市映像文化ライブラリー（市立図書館に
隣接）、岡山市立視聴覚ライブラリー（市立図
書館内）など

• 図書館として映画フィルム等を収集し利用に
供している場合も

– 例：福岡市総合図書館 映像ライブラリー（アジア
映画を中心に収集）
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秋田県立図書館：秋田県の民話（音声付）

26

秋田県立図書館：秋田県の民話（音声付）

27

パッケージ系電子出版物

• テキストの説明（p. 44-45）の補足

– 従量制：利用頻度に応じて料金を徴収するしくみ。
「固定（料金）制」「定額制」の反対。

– スタンドアロン：ひとつのパソコンの中でしか、CD-
ROMやオンラインのサービスが利用できないしく
み

• DVDなど「電子復刻版」への懸念：マイクロ資
料に比べ、いつまで「耐久性」があるか？

28

ネットワーク情報資源の例
• 二次情報データベース

– 広島県内図書館横断検索（広島県立図書館）

• 電子ジャーナル
※主に学術雑誌を電子化したものを指す

– Science Direct (Elsevier社 有料)

• 電子化記録・文書
– 近代デジタルライブラリー（国立国会図書館）

• 有益な情報源
– MEDLINE Plus：中心となるのは、医学論文の検索機
能（多くは本文閲覧も可能）をもつPubMed

– 日本でPubMedに相当するもの（ただし有料）
• 医中誌Web（医学中央雑誌刊行会）

• JDreamⅡ（科学技術振興機構：文部科学省の外郭団体）
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広島県内図書館横断検索

30

近代デジタルライブラリー

31

近代デジタルライブラリーでの「書誌情報」

32

近代デジタルライブラリーでの本文画像
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視覚障害者用資料

• 点訳図書：点字資料のうち、もともと存在する
図書（原書）を点字に直したもの

– 「日本点字図書館」などがボランティアとして作成

– 点字の特性上、新書サイズの原書であっても点
訳するとＢ５サイズの厚めのバインダーで3冊ほ
どになる。コストも1タイトルあたり10万円ほど

• 日本国内の約31万人の視覚障害者のうち、
点字を理解できる人はその1割程度

→録音資料の作成も進む

34

「大活字文庫」の案内（（株）大活字）

35

補足<1>：DAISY（デイジー）
• Digital Accessible Information Systemの略

• 視覚障害者だけでなく、学習障害・知的障害を
持つ人たちにも対応した「読書システム」の規
格

• 音声にテキスト、画像をシンクロ（同期）させて
再生。目次から任意の箇所に飛ぶのも可能

– 「音声のみ」「テキストのみ（専用ソフトで読み上
げ）」の形態も

• コンテンツと、PC上の専用ソフトまたは「専用
機」との組み合わせ

36

DAISY図書の例：「マッチ売りの少女」
（DAISY対応のソフトを利用）
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補足<2>：「サピエ」

https://www.sapie.or.jp/

• 図書、文書、新聞記事、生活情報を点字データ
あるいは音声（ DAISY対応）データとして、イン
ターネットを介し提供

• 登録による利用

– 視覚障がい者による個人利用

– 団体利用：視覚障がい者向け情報提供団体、各種
図書館など

• 2010年4月より運用開始

– 従来の2つのシステムを統合

38

政府刊行物

• ここでは「国の機関（立法、司法、行政）が何らかの責
任をもって発行する刊行物」とする（p. 51の定義）

– 民間出版社が発行する場合でも、国の機関が内容に責任を
負っているものがある（例：白書の一部）

• これに当てはまる民間出版社（p. 154 左側）：ぎょうせい、新日本法規
出版、第一法規 など

– 地方自治体が発行する「地域行政資料」とは区別されること
が多い

• 政府刊行物の意義

– 国の政治、経済、社会の実態を知らせる

– 学術資料

– レファレンスツール

→他の資料と比較し、批判的に読解・利用することも必要

39

政府刊行物の流通・収集

• 発行ルートが不明確：p. 53注1)参照

– 「国立印刷局」は紙幣の印刷も担当

• 図書館法、地方自治法（地方議会）に政府刊行物の
頒布規定があるが、十分には機能していない

– アメリカの「寄託図書館」をモデルにしている

• 最近では政府のウェブサイトを通じて白書や統計情
報などが提供されている

– 参考：「電子政府」＝政府機関がインターネットを通じて情報
とサービス（各種届出など）を提供するしくみ

→政府ウェブサイトを図書館の「リンクサービス」に取り
入れることが望ましい

40

電子政府の例：”e-Gov”
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41

ウェブ上の文部科学白書

• 白書とは：
政府の公式
報告書で、
各領域の活
動や今後の
計画につい
て、分かり
やすく解説
したもの

42

政府統計の総合窓口“e-Stat”

43

地域資料（郷土資料、地方行政資料）
• 図書館法第3条の規定

• 「郷土資料」と呼ぶと、「郷土史に関する資料（史料）」と
いう印象が強い→「地域資料」「○○（地名）資料」と呼
び変えられる傾向

• 地方行政資料
– 議会会議録、例規集、予算・決算書、報告書、広報資料など

• 地域に関する図書、雑誌等

• 自館作成の資料（インターネット上で提供するものも含
め）

• 広島県立図書館での実践：広島県関連の郷土資料の
収集、「瀬戸内海と島」関連資料の収集

44

広島県立図書館サイトでの呼びかけ
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広島県立図書館

瀬戸内海・島
コーナー

46

まとめ

• 図書館の独自性（書店や古書店などと異なる
ところ）をどこで発揮するか

– 一般的な出版流通ルートに乗りにくいものこそ意
識すべし

– 公共図書館であれば地域資料を意識する必要

• 「インターネット情報資源」にどう対処するか

– 図書館外部で作られたものを「リンク集」でカバー

– 図書館自ら作成

47

新刊書店・古書店・図書館の特徴
（井上真琴『図書館に訊け！』p. 32より）

• 新刊書店
– 新刊の本を扱う

– 店頭スペースに置くことができる本のみ（短期間で
返品される）

– 非流通本（通常の出版流通ルートに乗らない本）
は扱わない

• 古書店
– 絶版の「古書」も、流通する「古本」も扱う

– 非流通本も扱う

– 常に商品在庫がある保証はない

48

新刊書店・古書店・図書館の特徴
（続き）

• 図書館

– 過去受け入れた本は長期間保存している

– 流通本も、非流通本も扱う

– 目録と排架が組織化されている

– 最新刊の提供に時間がかかる


